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ビニールポ y トに、高槻匝iJ場の土壌(沖積の植培土、畑土境)と砂を l





処理開始直後、 4週間後、 8週間後の 3回行った。
第 1表 人工海水の組成
NaCI 28. 2 9/1 
KCI 0.67 9/1 
MgS04・7HηO 6.92 9/1 
MgCI_・6H0 5. 51 9/1 
C a C 1~ ・ 2H.) 0 1. 45 9/1 
分析方法
(a)土壌の電気伝導度 (E.C. ) 
採取した土壌に、乾土:水=1 ; 5となるように蒸留水を加え、 1時間




粉砕した。粉砕した試料 100mgを直径 13mmのシリンダーに入れ、 5tの加圧を
5秒間行い成形した。できたペレットをマイラ膜でアルミ製リングに固定




一 一元素 結品 検出器 ×線管 電圧(KV) 電流(mA) 波長 測定時間(秒)
Na TAP PC Cr 45 40 5. 20 80 
K EDDT PC Cr 40 30 50. 33 10 
Ca EDDT PC Cr 40 30 4. 85 10 
M9 ADP PC Cr 40 40 136. 70 80 
P Ge PC Cr 40 40 140. 78 10 
Ge PC Cr 40 40 110. 67 20 
CI Ge PC Cr 40 40 92. 75 10 
EDDT PC 40 40 108. 17 20 


























ても 6週間目には肥厚化がみられ始めた。 9000ppm区では 6週間目ごろ、葉
が下部から枯れ始め、 7jffJ問自には l個体が枯死した。ハマエンドウの乾


















( X 103ppm) 

























o 3 6 9 。3 6 9 
希釈海水 NaCl濃度(X 103 pp.) 



































り5、 6、 7週間後の 3回行った。
分析方法





気を除いた後、混合カ.ス〈アセチレン:酸素:アルコン 1 : 2 : 7) を
第 4表 ガスクロマトグラフィの案件
機械装置 島津 GC- 3AH
検出器 T C D 
カラム 2mx3mmφ ステンレス















試料約 100mgを籾秤し、これに硝酸4ml、硫酸O.5 m 1を加えて200.Cで加熱















第 5表 ササゲの培地のE. C. (皿s) 
採取時期 希釈海水NaCl温度(ppm) 
(週) 。 3000 6000 9000 
5 0.18 1.87 3.25 3.99 
6 0.16 2.31 3.27 3.60 



























圃 a 凶 a 田，. (¥ I・ 圃圏 直面 恒国 (1 
』す 369U0369V0369 










































( X 103ppm) 
第 4図 ササゲのアセチレン 還 元活性
H. D. : 検 出できず
葉
































週 希釈海水 カルシウム含有率 マグネシウム含有率• ，戸、 HaC1濃度
渓
(pp・) 薬 茎 綴 銀役 葉 茎 銀 線f立
、_， 5 。 2.09 0.53 0.33 0.13 0.40 0.36 0.21 0.41 
憐 3000 2.17 0.78 0.49 0.34 0.63 0.46 0.36 0.34 
6000 3.56 0.93 0.30 0.50 0.81 0.50 0.44 0.41 〆a昨2 9000 3.29 1.58 0.60 0.81 1. 06 1. 34 0.83 0.50 g々 6 。 2.65 0.34 0.26 0.13 0.40 0.28 0.23 0.37 3000 3.34 0.57 0.31 0.27 0.62 0.51 0.47 0.39 ω 6000 3.50 0.97 0.39 0.74 0.85 0.91 0.54 0.63 
Z /fアζ 一一円 9000 3.22 1.06 0.41 1.01 0.78 0.57 0.72 0.95 
7 。 2.43 0.40 0.88 0.19 0.57 0.37 0.43 0.35 
O Um.I LJ F 3000 3.27 0.25 0.27 0.28 0.77 0.43 0.30 0.45 
....-%""04.51 6000 3.22 1.18 0.68 0.51 0.77 1. 24 0.60 0.60 
~ 。 。 9000 3.51 0.79 0.49 1.03 0.80 1. 26 0.74 1. 07 4ト 「 / 。，画、 週 希釈海水 リン含有率 ~賞会有率。'eI< 2V:ど 〉く。
HaCl温度
、J (pP圃) 薬 茎 銀 担粒 薬 茎 権 銀役
後十 2 ・一・ 5 。 0.57 0.36 0.41 0.46 0.45 0.33 0.38 0.60 、、心---・ 3000 0.55 0.36 0.49 0.43 0.41 0.63 0.84 4早 ~6一一企 ~ロ ---A"'~ロb 6000 0.62 0.36 0.36 0.42 0.50 0.59 0.65 包々 ぷコ 9000 0.59 0.50 .0.49 0.49 0.56 0.84 0.76 
出
6 。 0.38 0.34 0.33 0.51 0.38 0.24 0.32 0.42 
ロー 一ー ローー ーー ロー 3000 0.63 0.40 0.38 0.41 0.40 0.67 0.71 0.49 
6000 0.61 0.41 0.40 0.44 0.36 0.78 0.55 。 9000 0.67 0.50 0.39 0.38 0.51 0.72 0.39 。 7 。 0.40 0.34 0.36 0.43 0.53 0.32 0.50 0.52 。
3000 0.70 0.40 0.40 0.35 0.50 0.51 0.77 0.67 
r句、 / /.. 6000 0.48 0.48 0.51 0.60 0.60 0.59 'eI< 。 9000 0.72 0.49 0.50 0.59 0.47 0.93 0.61 
'-" 10 
後十 週 希釈海水 窒素含有率
昨 HaCl温度
g々 5 
(pplD) 業 茎 根 根粒
..-1 ~ノー 5 。 4.42 1.92 1.98 5.94 6~6 3000 4.17 1.83 2.19 4.63 
u 9 。。 。3 6 6000 4.32 2.11 2.56 4.92 3 6 9 。3 6 9 9000 3.75 2.74 2.73 5.10 
10
3 6 。 3.59 1. 28 1.49 5.03 
N a C 1 濃 度 × 
pp. 3000 4.27 2.18 2.26 4.58 
希 釈 海 水 6000 3.76 2.50 2.47 4.43 
ササゲの無機要素含有率
9000 4.61 3.22 2.23 2.84 
第 5 図 7 。 3.94 1.73 1.55 5.38 
3000 4.00 1.76 2.35 3.99 
棋粒
6000 3.56 2.64 2.52 4.43 
0; 葉 .; 茎 ム; 担 ロ; 9000 3.68 2.59 2.36 4.10 



























































極した。ササゲは、ポ 1 ト当たり 4個播種し、第一本葉が展開した時期に
間引きしてポット当たり l本とした。基本培養液としては、 1/2倍春日井氏




濃度をそれぞれ 4000ppmとした区と 8000ppmとした区の 3水準で行った。た
だし、 8000ppmNaCl区においては処理開始後 4日間は培地塩類濃度を 4000
ppmNaCl区と閉じとし、その後所定の濃度へ上げた。各処理 は、 ササゲにお
いては 2速で、アルフアルファとナタマメにおいて は 3連で行 った。処理
開始より 4週間後に植物体を採取し、分析に供試した。
恨粒薗の接極 :接種は、培養液の更新のたびに、 酵母エキ スー マンニトー
ル培地のシャーレ全面に生育させた根粒薗 を301の培養 液に懸濁させるこ
とにより行った。接種に用いた根粒薗は、 アルフア ルフ ァでは Rhizobium 
me 1 i 10 t i (IFO 13336)、ササゲとナタマメでは、ナタ マ メ根粒 より分離 した















{共試植物 採取時期 処理 乾物重 dW dW 窒素含量 dN d!IJ 
(g) (g) (%) ( 9 ) (g) (%) 
ササゲ 処理開始 O. 27 O. 008 
4週間後 SO 4. 08 3. 81 100 O. 128 O. 120 100 
SI 2. 35 2. 08 54. 7 O. 036 O. 028 23. 3 
S 2 1. 83 1.76 46. 3 O. 032 O. 024 19. 8 
ナタマメ 処理開始 1. 30 O. 074 
4週間後 SO 11. 01 10. 11 100 O. 425 O. 351 100 
SI 1. 33 6. 03 56. 0 O. 141 O. 066 18. 9 
S 2 5. 25 3. 95 35. 1 O. 111 O. 036 10. 4 
7J;フrル77 処理開始 O. 63 0.028 
4週間後 S 0 8. 19 1. 56 100 O. 205 O. 111 100 
SI 6. 90 6. 21 82. 9 O. 190 O. 162 91. 5 
S2 6. 56 5. 93 78. 4 O. 143 O. 115 65. 0 
dW. 処理期間中の生長量 ;d N. 処理期間中の窒素固定量
S O. 対照区; S ，.4000p問lIaCI区; S 2. 8000ppINaC 1区
ササゲ、ナタマメは 1本当り、アルフ アルファは1ポット当りの値を示した。
一21-
マメの低下が大きいという詰巣か i尋られた。次に、ム N に対する fi~iftスト
レスの影容を比較ずると次のようでめった。アルフアルファにおいてはム
N の低下は、 U~ 試植物の rþ で最も少なかったが、サ lサケ、ァタマメにおけ
















事のi的加はほとんど見られなかった。カリウム含汀訟は、づ・ルフ T レノ 7
で;よ、地上部、地下部とも培地塩額濃度の1:弄:ことも 1.;:~‘ {ft 卜していにコ
ササゲ、ナタマメでは、塩額ストレス処理に上り、地 l:3i~の刀リウム盆釘
ニ容が向くなった。カルンウム合育率は、ササケ.と'/タ rメにおいては、会主







































SO，対照包;Sl， 4000ppm NaCl海水処理区， S2， 8000pPID NdCl漏水
処理[五
0 主部; ・、芸部;口、地 I二部 2ム、 根 部








































































より低下していた。また、供試した 3種とも、 t:.Nは、 dwより低下して
いた。
3障の供試植物について、植物全体の窒素含有率を対照区と 8000ppm
NaCl区で比較すると、アルフアルファでは、 2.50%に対して 2.17 %と大き
な述いはみられなかったが、ササゲでは、 3.13 %に対して1.75%、ナタマ
-24-





















































































栽培方法: シロクローパ一種子(キタオオハ)を 10%エタノールで 1
分間殺薗し、ウェル(内径 1cm、高さ 3cm)に20位ずつ播砲した。これら






根粒菌: 根段菌は、 Rhizobium leguminosaru11 bv. t r i foI i L (A603: 
十勝農協連より分譲)を用いた。接種は、この薗を酵母エキスーマンニト
ール培地上で 3日間シャーレ一面に培養し、 1ポット当り iシャーレの割
合で菌体を培養液に懸濁することにより行った。
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GYORGYPA しら
2 )実験 2その合計を示した。0.5個と計算し、
( A )方法9日目接種後 5日自に根粒の着生が確認できるようになり、SO区では、
栽培方法:実験 1に準じた。分離可能な根粒も認められるようになった。には、











トレスは、控躍の 3目前より与え始め、 時期を変えて、 3日間ずつストレ
スから解放した。 実験設計を第 8図に示した。塩類ストレスを与えなかっ
た対照区、接寝前に塩額ストレスを除いた 「処理 1J、接宿直後に塩類ス
トレスを除いた 「処理 2J 、接種後 3日自に塩類ストレスを降、いた 「処理





根粒数 の経時変化を第 8図 に示 した。
援陣前 iこ塩類ストレスからの解放を行った処理 1では、根位習生数が少





接樫後 3日たってから境類スト レスを除いた処理 3では、処理 2と同じ
く、最も〉早く娘粒がみられた。しかし 、根粒数 は、処理 2に比べやや少な
かっ Tこ。
接屈して 6日後から塩類 スト レスを除 いた処理 4で は、栂粒 出現 は、接
種後 8日と、処理 2、処理 3より 1日遅か った。 根粒数は、 処理 3と同じ
程度であった。
このように、接種後の塩類ス トレスからの解放は、根粒数の回復に効果
があったが、 使躍してからの時間がたつ ほ ど効果が薄く なっ た。
-32-


















































































































































養液を含む 2%窓天培地へ移植した。根粒閣は、 Rhiz.♀主ヰ.!!!.!..Lf♀.u (A 
603 :十勝位協連よ り分譲)を 3日IU培養したものを接極した。 NaCIを加え
























3日後にその摂を約 5mmの長さに切り取り、 0.1.10. 100ppmのインドール酢
酸(1 AA) および0.2000.4000.8000ppmのNaCIをそれぞれ所定R含むMS培地
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。 (6 ) 4 10 
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20 
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me 1 i 10t L (IFO 13336) )と耐塩性の弱いササゲおよびナタマメに感染する
ナタマメ菌 (8radnhizobiu!!!sp. cowpea type) の 2極頬を供試した。培
養には酵母エキス マーンニトール培地を用いた。さらにこの 2種類の凶に対
する思1化処理の効果を調べるため、 8000ppmNaClを含む培地で 1週間毎に植





実験の開始は、 5日間振とう培益した歯を、 620nmにおける吸光度 (0.D. ) 
が0.1となるように希釈し、それをO.Sm 1とって培地9.Sm 1に加えることによ





































8 7 6 3 1. 5 
培養日数




















































7 6 5 3 
E音養 日数











































O. 1 N塩酸を 3滴加えて酸供試した培養液には、m 1をIAAの定置に供試した。
守、'両方の液を合わせて乾回した。2回エーテル抽出を行い、性とした後、





試料液とした。消1.0 m 1 を採り、
に塩化第二鉄ml 。量を行った。




































































4. 6 6 3. 61 
O. 1 1 O. 21 
O. 66 O. 7 1 





















mel i lot i) と、根粒数滋少の著しかったナタマメに感染するナタマメ薗






































































栓により密封した。頃煩ストレスの処理は、 0.3000、6000ppm NaCIの 3段
-53-
階で行った。 次に試験管内の気相を混合カ♂ス 1 (アセチレン :酸素:アル
コン 1 : 2 : 7)に替え、 25.Cで培養し 20から 30分ごとに 3囲気相を採
取し、ヵ スークロマトグラフィーにより気相中のエチレンと二酸化炭素を同
時に定虫した。












機 械装置 島津 G C - 7 A 









ポラパック R+ Adsorb-SIL (2cm) 




1 5 0 mA 
-54ー
出パターンは次のようであった。 試料ガス 注入後40抄から l分にかけて、
混合ガス中のアルゴンと酸系、および根粒より発生する水素の混合したヒ















































を第 16の各酸素分圧における呼吸速度の平均値と標準ぷ差(危険率 5%) 0 
0 
02 1 0 0/0 O2 20 0/0 




























* *標準誤差の危険率は 5% 
10. 60士1. 89 
10. 20:t 2.54 
5.06:t1.79 
0 
3 0 0 0 
6 0 0 0 










(ppm NaCI) 20% 10% 
。 48. 24土 5.07 34.79:t3.60 
3 0 0 0 40.72:t6.18 27. 69土3.63 
6 0 0 0 32. 85:t 5.74 24. 0 1土3.8 1 
*単位は μmole/9新鮮重/h
* *標準誤差の危険率は 5% 
表に示した。酸素分圧が20%の時の平均値は、対照区が48.24と最も高く、











らみられた。これについては、 SPRENT(58) も伺織の減少を見ており、 「





これとは逆に、 MINCIIIN ら (63) は、連続系においてはアセチレン~冗速度
は最初に高く、その後漸減して、約25分後に一定レベルになるこ とを示 し
た。この結果の違いは、パ y テ系と連続系の違いであると考えられた。










































































































相関係数切片 (Rm 9) 勾配 (Rf ) NaCI処理 (pp m) 
/ 。 O. 869 2 4.0 1 2. 23 。
O. 888 
O. 97 1 
2 1.45 
1 6.95 
2. 0 1 300 0 


























































































































24. 01 は対照区でそれぞれ2.23、RfとRmgをそれぞれ求めた。( Rmg) 手口。
NaCl区でそれぞれ3.22、6000ppm 21. 45 NaC 1区でそれぞれ2.01、3000ppm 










4 )アセチレン還元速度、 Rf、生長および維持のための呼吸(Rmg) の低
下車を比較した。呼吸全体では、 アセチレン還元の変化が影響するので、
アセチレン還元とは無関係な Rmgを比較に用いた。 6000ppmNaCl存在下では、






















































































d [ NO> ~ /dt=α[ NH二]
この関係式に次の差分方程式の公式
d [NO ~J 、 t. n ， /dt=1/2( [N03] It=n・1iー [NO ~] ‘ t . = n -1 ， ) 
d [NO ] it=n，/dt: n日自における硝酸態霊泉の附加速度









O. 1 54 




1 3 7. 7 
13 1. 8 
124. 3 
127. 3 
1 3. 6 
を代入することで解き、 10日目と 15日目の速度定数 αを得た。 10日目と 15 
呂田の速度定数 αの値を第19表に示した。硝酸化成速度は、 10日目と 15日
目で同じ傾向であり、 1/2倍の海水濃度で約10%、 3/4倍以上の海水濃度で





処 理 硝酸化成速度定数 (5day 1) 
( x海水〉 n = 10 n = 15 平均
8. 4 3. 7 6. 1 
1/4 2. 73 4. 67 3. 7 
1/2 O. 70 O. 56 O. 63 
3/4 O. 36 O. 12 O. 24 






























N 0:;・N 。 O. 58 1. 31 
1/4 O. 29 O. 5 1 
1/2 N. D. O. 16 
3/4 N. D. N. D. 
N. D. N. D. 
NO ~ -N 。 9. 0 3 1. 1 
1/4 5. 5 1 7. 8 
1/2 2. 5 3. 5 
3/4 2. 0 O. 5 






O. 3 7 











O. 1 O. 1 0 
O. 06 N. D. 
O. 1 3 O. 03 
N. D. N. D. 
N. D. N. D. 
81. 3 75. 8 
38. 9 54. 6 
13. 0 19. 1 
O. 5 N. D. 
N. D. N. D. 
1 2 1 4 
N. D. O. 24 
N. D. N. D. 
N. D. N. D. 
N. D. N. D. 
N. D. N. D. 
97. 3 67. 7 
6 1.2 48. 1 
29. 4 25. 6 
1. 5 O. 7 
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